は あが みなぎ 

禿げ 上った 顔 中に 当惑そう な 薄笑い を 漲らせて いた。 

「こり や 怪しからん。 僕の 発見 は 長 谷川 君 を 大いに 幸 

福に している はず じ やない か 9 堀川 君、 君 は 伝 熱 

作用の 法則 を 知っている かい？」 

コ アンネ ッ？ 電気の 熱 か 何 かかい？」 

「困るな あ、 文学者 は ご 

宮本 はそう 云う 間に も、 火の気の 映った スト ォヴ 

の 口へ 一 杯の 石炭 を 浚い こんだ。 

せ つ しょ く 

「温度の 異なる 二 つ の 物体 を 互に 接触 せしめる とだ 

ね、 熱 は 高温 度の 物体から 低温 度の 物体へ、 両者の 温 

度の 等しくな るまで、 ずっと 移動 をつ づけ るんだ ご 



い 声 を 出した。 

「今 S なる 面積 を 通し、 T 時間 内に 移る 熱量 を E とす 

い ねつでんどう 

るね。 すると —— 好い かい？ H は 温度、 X は 熱伝導 

の 方面に 計った 距離、 K は 物質に より 一 定 された る 熱 

伝導率 だよ。 すると 長 谷川 君の 場合 はだね。 …… 」 

宫本は 小さい 黒板へ 公式ら しい もの を 書き はじめた。 

はくぼく 

が、 突然 ふり 返る と、 さもが つかりし たように 白墨の 

力け ほう 

欠 を 抛り 出した。 

しろ - つと 

「どうも 素人の 堀川 君 を 相手 じ や、 せっかくの 発見の 

じまん いいなずけ 

自慢 も 出来ない。 —— とにかく 長 谷川 君の 許嫁なる 

人 は 公式 通りに のぼせ 出した よう だ ご 



jj- んぉ 

嫌悪 を 感じさせ ると 同時に 好奇心 を 感じさせ るの も 事 

とおめ くつ 

実だった。 菰の 下から は 遠目に も 両足の 靴 だけ 見える 

らしかった。 

「死骸 は あの人た ちが 持って行つ たんです ご 

こちら 側の シグナルの 柱の 下に は 鉄道 工夫が 二三 人、 

たきび かこ ほのお 

小さい 焚火 を 囲んで いた。 黄い ろい 炎 を あげた 焚火 

は 光 も 煙 も 放たなかった。 それだけに いかにも 寒そう 

だった。 工夫の 一 人 は その 焚火に 半ズボンの 尻 を 炙つ 

ていた。 

保吉は 踏切り を 通り越しに かかった。 線路 は 停車場 

に 近いた め、 何 本 も 踏切り を 横ぎ つていた。 彼 は その 



気味の 悪い 光景に 一 ぱいだった。 殊に 血から 立ち 昇つ 

ている 水蒸気 ははつ きり 目につい ていた。 彼 はこの 間 

話し合った 伝 熱 作用の こと を 思い出した。 血の 中に 

宿って いる 生命の 熱は宫 本の 教えた 法則 通り、 一分 一 

厘の 狂い もな しに 刻薄に 線路へ 伝わって いる。 その ま 

た 生命 は 誰ので も^; い、 職に 殉 じた 踏切り 番 でも 重 

罪 犯人で も 同じように やはり 刻薄に 伝わって いる。 I 

もちろん 

I そういう 考えの 意味の ない こと は 彼に も 勿論 わかつ 

お ま 

ていた。 孝子で も 水に は 溺れなければ ならぬ、 節婦で 

も 火に は 焼かれる はずで ある。 彼 はこう 心の中に 

ま 

问度も 彼 自身 を 説得しょう とした。 しかし 目の あた リ 



保 吉は霜 曇りの 空の 下に、 たった 一 つ 取り残された 

赤 革の 手袋の 心 を 感じた。 同時に 薄ら寒い 世界の 中に 

も、 いっか 温 い 日の 光の ほそぼそ とさして 来る こと 

を 感じた。 

(大正 十三 年 四月) 
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